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pageオブジェクトの主なメソッド

以下にpageオブジェクトの主なメソッドを示します。
メソッドパラメータのidは、要素のid属性を文字列またはシンボルで指定します。また、
*idsパラメータは、1個以上の要素のid属性を文字列またはシンボルで指定したものを「,」
で区切って与えます。

メソッド定義式のパラメータリストの最後、またはブロック引数の直前の、*を先頭に付けた
パラメータは、呼び出し側で [ ] を記述しなくても配列として処理されます。
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def print_all(*args)
args.each do |arg|
puts arg

end
end

:省略
print_all 1
print_all 1, 2, 3

・<< (javascript)
javascriptパラメータで指定したJavaScriptのコード（文字列）を現在のバッファに書き
込みます。

・[id]
要素のidを指定して、DOMのオブジェクトを取得します。JavaScriptで$ (id) と記述し
たのと同等です。
[id] メソッドで取得したオブジェクトは、RJSがRubyプログラム用に提供する「要素プ

ロキシ」と呼ばれる特殊なオブジェクトです。
プログラムからは、要素プロキシを、pageオブジェクトの要素に対して適用できるメソ
ッドを呼び出したり（以下のhideメソッドなどを参照）、プロパティ名を引数とする [] メ
ソッドと [] =メソッドを利用したりしてJavaScriptを生成させます。また、JavaScriptのメ
ソッドの呼び出しも可能です。

【例】page << "if (error) { alert('error!'); }"

【例】page[:submit_button].value = 'Click Me !'
page[:submit_button][:value] = 'Click Me !' 別の書き方
page[:submit_button].click メソッドの呼び出し

要素プロキシを利用してJavaScriptのメソッドを呼び出す場合、JavaScriptのメソッド名
（小文字で開始するキャメルケース）を、Rubyのメソッド名（_を利用した連結）の規約に従っ
て変換する必要があります。
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【例】page[:mouse_area].set_capture true

【結果】document.getElementById('mouse_area').
setCapture(true); 

なお、要素プロキシを利用して呼び出せるメソッドには、prototype.jsが追加したメソッド
も含まれます。たとえば、styleの設定にsetStyleメソッドが利用できます。この場合、引数は
ハッシュで指定します。
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【例】page[:tips].set_style 'background-color' 
=> 'blue', 'margin-left' => '10%'

【結果】＄('tips').setStyle({'background-color': 
'blue', 'margin-left':'10%'});

ここで、ハッシュのキーにはシンボルは利用できない点に注意してください。
:background-colorと記述すると、－が減算の演算子として解釈されるため、Rubyは:back
groundからcolorを減じようとしてエラーを報告します。

・alert (message)
messageを引数にしてalert関数を呼び出します。

【例】page.alert('Hello World !')

・assign (variable, value)
variableで示した変数にvalueを設定します。

・call (function, *arguments, &block)
functionパラメータで指定したJavaScriptの関数を、arguments引数（複数可）で呼び出
します。ブロックを与えると、該当ブロックからJavaScriptを生成して、functionパラメー
タで指定した関数の最後の引数として与えます。

・delay (second = 1) {...}
secondパラメータで指定した（既定値は1）秒数後に、指定したブロックを実行する

JavaScriptを生成します。なおブロックの引数はありません。

・hide (*ids)
指定した複数の要素を非表示に変えます。このメソッドは、複数の要素を一括して扱う
ときに便利です（例参照）。

【例】page.assign :message,_('some message to translate')

【例】page.hide :text1, :text2

【結果】page[:text1].hide; page[:text2].hide と同等

・insert_html (position, id, *options_for_render)
idで指定した要素のpositionパラメータで指定した位置に、options_for_renderパラメー
タで指定したHTML片を挿入します。
options_for_renderパラメータには、HTML片を示す文字列を与えることも、renderメ
ソッドの呼び出しパラメータのハッシュを与えることも可能です。
positionパラメータは以下から選択します。

:top 要素の内側の先頭
:bottom 要素の内側の末尾
:before 要素の直前
:after 要素の直後

パラメータ 内容
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・literal (code)
codeパラメータで指定した文字列をJavaScriptのリテラル表現として返します。クライ
アントサイドでの実行時には、JavaScriptがcodeを実行した結果が返ります。

・redirect_to (location)
locationパラメータで指定したURIにリダイレクトします。locationパラメータはurl_for
メソッドのパラメータと同じ指定方法ができます。

・remove (*ids)
idsで指定した複数の要素をDOMから削除します。

・replace (id, *options_for_render)
options_for_renderパラメータで指定したhtmlを、idで指定した要素と置換します。
options_for_renderパラメータについては、insert_htmlメソッドの説明を参照してくだ
さい。

・replace_html (id, *options_for_render)
idで指定した要素の内側のHTMLをoptions_for_renderパラメータで指定したhtmlで置
換します。
options_for_renderパラメータについては、insert_htmlメソッドの説明を参照してくだ
さい。

・show (*ids)
指定した要素を表示します。このメソッドは、複数の要素を一括して扱うときに便利で
す（例参照）。

・visual_effect (name, id, options = {} )
nameパラメータで指定したscript.aculo.usの視覚効果を、idパラメータで指定した要素
に適用します。optionsパラメータは視覚効果に対するオプションを指定します。
このメソッドは、page [id] .visual_effect (name, options) と同等です。
nameパラメータは、元のscirpt.aculo.usの視覚効果名の大文字で開始されるキャメルケ
ースを、Rubyのメソッド名の規約に変形したものです。
主な視覚効果に以下のものがあります。

【例】page[:x].append_child page.literal
('document.createElement("button")')

【結果】ボタン要素を作成してxというidの要素の子要素に追加する

【例】page.redirect_to :action => :show, :id => model.id

【例】page.remove :text1, :text2

【例】page.replace_html :mail_msg, '*'

【結果】page[:mail_msg][:innerHTML] = '*' と同等

【例】page.show 'text1', 'text2'

【結果】page['text1'].show; page['text2'].show と同等

replaceメソッドは指定
した要素そのものを置換
するのに対し、replace_
htmlメソッドは指定し
た要素が持つ内部の
htmlを置換します。

ヒ ン ト
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appear 徐々に表示される
fade 徐々に非表示になる
puff 巨大化しながら非表示になる
blind_down 子要素の位置を固定したまま上から下へ表示を開始する
blind_up 子要素の位置を固定したまま下から上へ非表示にする
switch_off 一瞬点滅してから中心に向けて非表示にする
slide_down 上から下へ表示を開始する。blind_downと異なり子要素も同時に

移動する
slide_up 下から上へ非表示にする。blind_upと異なり子要素も同時に移動

する
drop_out いきなり上から下へ落ちるようにして非表示になる
shake 暫時左右に振動する
pulsate 暫時点滅する
squish 左方向に縮退して非表示になる
fold 上に向かって縮退した後、左へ向かって縮退して非表示になる
grow 中心から拡大して表示状態になる
shrink 中心に向かって縮退して非表示になる
highlight 背景色を暫時変化させる

視覚効果 内容

主な視覚効果のオプションに以下のものがあります。

:delay 視覚効果を開始するまでの秒数を指定する
:duration 視覚効果を開始してから終了するまでの秒数を指定する

オプション 内容

toggle_appear appearとfadeのトグル
toggle_slide slide_up／slide_downのトグル
toggle_blind blind_up／blind_downのトグル

トグルメソッド 内容

また、現在の表示状態によって表示／非表示を切り替える以下のトグルメソッドがRJS
によって提供されています。

visual_effectメソッド
のnameパラメータで指
定できる視覚効果につい
ては、http:// wiki.scri
pt.aculo.us/scriptacul
ous/show/Combinati
onEffectsDemoで実際
の動作を確認するとよい
でしょう。
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pageオブジェクトが提供するメソッドには、本書では触れていないscript.aculo.usのドラ
ッグアンドドロップや、ソート可能要素（sortable）を扱うメソッドもあります。
これらについては、script.aculo.usのデモ（http://wiki.script.aculo.us/ scriptac

ulous/show/Demos）や、RailsのAPIドキュメント（http://api. rubyonrails.org/
classes/ActionView/Helpers/PrototypeHelper/JavaScriptGenerator/GeneratorMet
hods.html）を参照してください。
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